
「楽しい子育て全国キャンペーン」 

～家庭で話そう！我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ～ 

      第１０回 長野県ＰＴＡ三行詩コンクール入賞作品 
 

応募点数    小 学 生 部 門 ：    ２，６４６ 

                 中 学 生 部 門 ：        １，６５１ 

                一  般  部  門 ：         ４７５ 
                                                    

合   計       ４，７７２ 
     

✡最優秀賞（長野県ＰＴＡ連合会長賞） 

おかあさん いつもはしっこ食べている 

「メロン」「お肉」「たまごやき」 

  たまには おいしいまんなか食べてね 

坂本 菜摘 

松本市立筑摩小学校（４年） 

  
 

☆優秀賞（信州“教育の日”実行委員会長賞） 

悩んだとき 勇気を出せるおまじない 

「絶対に上手くいくから 大丈夫」 

  母が私にくれた大切な言葉 

横内 柚樹 

松本市立開成中学校（２年） 

 
 

遠足日和の晴天に 

 我が子の笑顔 重ねつつ 

  同じおかずの 昼休み 

森 祐紀子 

小諸市立水明小学校（保護者） 

  
 

◇優良賞 

   ＜小学生の部＞ 

さんかんびのとき  

後ろをむいて チラ見する 

  お母さんがいれば わたしはニコニコ 

   お母さんもニコニコ  

伊藤 璃咲 

 箕輪町立箕輪西小学校（５年） 

 

日がくれて 

 お母さんのただいまを聞くと 

  ほっとする 

坂内 七夕華 

 千曲市立戸倉小学校（６年） 

 
 

辛くなり  

 ギューしてよと 飛び込んだ 

  母の胸から エールが届く 

大西 李和 

松本市立開智小学校（６年） 

 
 

今日も「学校に行きたくない」という弟 

 それでも弟を笑顔にして 

  教室に届けるのが ぼくの仕事 

澤野 秀明 

松本市立清水小学校（６年） 



 

＜中学生の部＞ 

容姿は父親譲り  

生後より現状維持 

  口調と態度は母親譲り  

ぶれる事なく継続中 

森本 結月 

 中川村立中川中学校（１年） 

 

お父さんに「なぜ働いているの」と聞くと 

「家族にとってヒーローになるため」と 

  心にひびく ひと言 

今井 翔介 

岡谷市立岡谷東部中学校（２年）  

 

今は言えない「ありがとう」 

 いつかは言いたい「ありがとう」 

  いつだって心の中では「ありがとう」 

宮内 祐歌 

 飯田市立緑ヶ丘中学校（２年） 

 

「うるさいな！」 

  最初は強気 あと弱気  

   最後の最後に大反省 

小林 里朱 

中野市立南宮中学校（３年）        

 

＜一般の部＞ 

「未来が大事」の親心 

 「今が大事」の子供心 

   大事にしたい 子供の想い  

倉沢 佳周 

上田市立豊殿小学校（保護者） 

 

家族あつまる 夕ご飯 

「聞いて！聞いて！」の大合唱 

  内容全ては わからずも 

   今日も笑顔の みんなが嬉しい 

唐澤 圭子 

 箕輪町立箕輪西小学校（保護者） 

 

キャッチボール  

 幼き頃は親が手加減 

  今では我が子が手加減してる 

   人を思う心の成長感じる一球 

 

下平 幸子 

中川村立中川中学校（保護者） 

 

子育てに疲れたら  

いつも１０年後を想像する 

 するとなぜか淋しくなり 

   今を楽しもうと思える 

仲野 さゆり 

松川町立松川中学校（保護者） 

 

                 

 

 


